
脳卒中の後遺症で悩んでいませんか？
手足の筋肉の痙縮（つっぱり）に対するボツリヌス療法のご案内

痙
けいしゅく

縮とは？
脳卒中後の後遺症の一つで筋肉が緊張し過ぎてしまう状態です。
手足が動かしにくくなったり、握りこぶしが開けない、無理に動かすと痛いなど 
生活に大きな影響をおよぼすことがあります。

ボツリヌス療法とは
ボツリヌス 療法は痙縮の治療法の一つです。
筋肉を緊張させている神経の働きを抑える薬を注射することで、
筋肉のつっぱりをやわらげることができます。

手のひらに爪が
食い込んで痛い

痛いからリハビリ 
なんてしたくない！

この手がもう少し
伸びればいいのに

着替えるときに痛いし
時間がかかってしまうつま先立っていて 

歩けない（歩きにくい）

かかとがつかなくて、
変なところにタコが
できて痛い

当院では痙縮に対するボツリヌス療法を実施しています。
詳しくは裏面をご覧ください。



ボツリヌス療法のご案内

手足の筋肉のつっぱりやこわばりをやわらげることで、このような効果が期待できます。

　脳卒中の後遺症（痙縮）で悩まれていませんか？
　当院ではボツリヌス療法という治療を行っております。
　この治療は痙縮で固くなった筋肉に薬剤を注射して、緊張やつっぱりを軽減させる 
ことが期待できます。手足のつっぱりでお悩みの方はお気軽にご相談ください

日常生活がしやすくなります リハビリテーションが
しやすくなります

関節が固まって動きにくくなったり、
変形するのを防ぎます

介護の負担が
軽くなります

痛みをやわらげる効果が期待できます

お問い合わせ・ご予約
0246 - 22 - 9934松村総合病院  医療連携室 月～金  8:30～17:00　土  8:30～12:15

第3土・日・祝日を除く

②投与

③受診（1～ 2回）
次回投与日予約

④投与

痙縮によって困っていることなどを医師と相談し、
治療の目標を決め、投与日の予約をします。

初回投与を行います。

医師と症状を相談しながら、
次回投与日を予約します。

2 回目投与を行います。
2 回目投与以降は、③～④を繰り返します。

経過観察

経過観察
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①治療目標設定
投与日予約

3
～
4
ヵ
月

※

※ 次の投与までの期間には個人差があります。

治療スケジュール例

脳神経内科
清水　優
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